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（兼 全国高等学校総合文化祭小倉百人一首部門代表選考会） 

 

 

 

 

 

 

日 時  令和８年１月 18日（日） 9：40～16：40 

 

 

会 場  コジマホールディングス西区民文化センター ３階 

 

 

主 催  広島県高等学校文化連盟 

広島県高等学校小倉百人一首かるた連盟 

広島県教育委員会 

中国新聞社 

 

 

 

 

第 33回広島県高等学校小倉百人一首かるた大会 
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■開催にあたって 
 

 

広島県高等学校文化連盟小倉百人一首かるた専門部 

専門部長  永 山   弘 

 

 

「広島県高等学校小倉百人一首かるた専門部」は、平成 6 年 6 月 7 日に「広島県高

等学校小倉百人一首かるた専門部」として、広島県高等学校文化連盟の第 13 番目の部

門となりました。 

主な活動としては「全国高等学校小倉百人一首かるた選手権大会広島大会」「広島県

高等学校小倉百人一首かるた大会」「中国地区高等学校小倉百人一首かるた大会広島県

予選」「高校生強化練習会」を行っています。 

 7 月に行われた全国選手権では広島県代表の祇園北高校がベスト 16 となりました。

また個人戦では A 級の部で飛鳥未来高校の若狹千尋さんが 3 位になりました。 

続いて８月に行われた「かがわ総文」では、広島県チームは予選リーグを 1 位で通

過し、昨年に続いて決勝トーナメントに進出しました。福岡県に敗れましたが、ベスト

16 となりました。  

そして、11 月に広島県で行われた中国大会では、基町高校が 2 位、ノートルダム清

心高校が 3 位、祇園北高校が４位となりました。 

競技かるたのルールの統一が図られたのは明治 37 年ということで、短く見積もって

も 120 年以上の歴史があります。今後も益々競技かるたが広まっていくこと、広島県

の選手が活躍することを期待しています。 

また、競技力の向上とともに、競技かるたという日本の伝統文化を楽しむことを通

して、仲間と切磋琢磨し、短歌に造詣を深めていくことで、個人の、そして周囲の言語

生活をさらに豊かにしてくれると期待しています。 
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■式次第 

【開会式】           【閉会式】 

１．開式の辞          １．開式の辞 

２．審判長・読手紹介      ２．成績発表および表彰 

３．競技上の注意        ３．閉式の辞 

４．閉式の辞 

   

■大会日程 

９：15 ～ ９：35  受付 

９：40 ～  9：50  開会式 

10：00 ～ 11：15  第１回戦（使用札「しら」） 

11：20 ～ 12：35  第２回戦（使用札「つき」） 

12：40 ～ 13：55  第３回戦（使用札「ゆう」） 

14：00 ～ 15：10  第４回戦（使用札「みち」） 

15：15 ～ 16：25  第５回戦（使用札「もろ」） 

16：30 ～ 16：40  閉会式 

 

■競技の進め方 
 
 全国総文代表選考の部、初段の部、無段の部に分かれて競技をおこなう。  

（１）一般社団法人全日本かるた協会競技規程及び競技規程細則にしたがって行う。  

（２）対戦方法をトーナメント方式とする。（なお、全国総文代表選考の部において、 

登録級上位順にシード権を与える。順位決定戦を行い、上位４名を全国高総文

祭秋田大会の広島県代表として推薦する。）  

（３）１月 14日の顧問会議で決定したトーナメントの組合せに従って対戦する。  

（４）各部とも４位（４名）まで表彰する。  

（５）初段の部の上位４名は４月上級者の部の出場権を得る。  

 

※なお、無段の部の上位 2名は若鯉ＫＣ会長推薦により初段申請の資格を得る。 
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■トーナメント表  ※表の①-1とは … ①は１回戦、1は座席番号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

優 勝 【全国総文代表】 

準優勝 【全国総文代表】 

３ 位 【全国総文代表】 

４ 位 【全国総文代表】 

５ 位  

６ 位  

７ 位  

８ 位  
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 優 勝 準優勝 ３ 位 ４ 位 
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 優 勝 準優勝 ３ 位 ４ 位 

     



 - 7 - 

■大会役員 

 

 
 

会   長  永山  弘（広島県高文連小倉百人一首かるた専門部部長） 

副 会 長  廣本 幸紀（若鯉ＫＣ会長） 

競技委員長  藤谷 幸治（清心） 

審 判 長  川原  康嗣（広島紅葉・一般社団法人全日協準公認審判員） 

審   判  吉田  悠人（広島紅葉・一般社団法人全日協準公認審判員） 

読   手  廣本 幸紀（一般社団法人全日本かるた協会専任読手） 

川原  絢子（一般社団法人全日本かるた協会Ａ級公認読手） 

進   行  久保 真大郎（清心）  清心部員 

  受 付 会 計  原田 由紀子（三原）  海江田 真利江（祇園北） 

  賞 状 掲 示  久保 真大郎（清心）   

記   録  中村 涼帆（基町）   深水 春愛（尾道）     

清水 佑一（呉） 

写   真  藤谷 幸治（清心） 
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